
2023

7
July
Vol.273

広報

地域の情報をお届け！！

編 集 発 行
いみず野農業協同組合　総務課
富山県射水市北野1555-1
TEL.0766-52-0023／FAX.0766-52-5955

J A いみず野ホームページ 
https://www.ja-imizuno.or.jp/
ＪＡいみず野 検索

いみず野

田植
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学習体験学習小学
生

小学
生のの〈特 集〉



　今年も射水市内の小学校で、子供たちによる学校田の田植え体験が行われました。
　これは、食農教育の一環として、毎日口にしているお米がどのように作られているかを体験してもらうことで、農業
の大変さや楽しさなどを感じてもらうことを目的としています。
　ほとんどの子供たちが田植えをするのは初めてということで、最初はぬるぬるした泥土での作業に戸惑う姿も見られ
ましたが、苗を持って植え始めると表情は真剣です。「ころがし」でつけた目印の線に合わせて、泥に足を取られながら
も一生懸命に前に進んでいきました。
　自然に囲まれた環境の中で、隣の友達と一緒に泥だらけになりながら元気いっぱいに楽しむ姿がとても印象的でした。
　秋には、子供たちによる稲刈りが行われる予定です。その頃には、自分たちで植えた苗の成長に歓声をあげ、元気に
稲刈りをしている姿が目に浮かびます。

小学生小学生のの田植え田植え体験学習体験学習

金山
小学校

5/15（月）

片口
小学校

5/15（月）

片山学園
初等科

5/15（月）

よいしょ！
よいしょ！

だいぶ
慣れてきたよ〜

稲の成長が
楽しみ！
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バ
ケ
ツ
稲

バ
ケ
ツ
稲

小杉
小学校

5/22（月）

大門
小学校

5/23（火）

塚原
小学校

5/23（火）

真っ直ぐ植えるぞ

みんなで頑張ると

楽しいね！

転ばないように
気をつけなくちゃ！

歌の森小学校5
15 金山小学校5

16 片山学園 初等科5
18 堀岡小学校5

25
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い
み
ず
野
農
業
協
同
組
合
の
第
23
回

通
常
総
代
会
が
、
令
和
５
年
５
月
27
日

（
土
）
午
後
２
時
よ
り
射
水
市
小
杉
文
化

ホ
ー
ル 

ラ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
本
人
出

席
の
総
代
２
９
３
名
、
書
面
議
決
に
よ

る
出
席
１
７
２
名
の
合
計
４
６
５
名
の

出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
塚
本
組
合
長
が
来

賓
と
総
代
各
位
に
対
し
て
多
忙
の
中
の

出
席
に
礼
を
述
べ
、
令
和
４
年
度
決
算

に
つ
い
て
は
、
組
合
員
各
位
の
ご
協
力

に
よ
り
引
き
続
き
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
成
績
を
確
保
で
き
た
と
報
告
。
出
資

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

開
催
開
催

６
議
案
を

原
案
通
り
承
認

第第
2323
回回
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事
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事
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事
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監

事

監

事

監

事

監

事

監

事

監

事 役
員
名
簿

来
賓
祝
辞

議
長
選
出
・
議
事
・
特
別
決
議

塚　

本　
　
　

清

土　

合　

正　

夫

臍　

嶋　

茂　

夫

廣　

田　

一　

也

野　

尻　

知　

成

川　

東　

茂　

幸

田　

中　

美　

憲

清　

水　

裕　

之

川　

野　
　
　

修

堀　
　
　

俊　

之

稲　

垣　
　
　

潔

宮　

原　

謙　

次

堀　
　
　

清　

範

鈴　

木　

正　

道

北　

角　

武　

史

畠　

中　

正　

志

小　

塚　
　
　

守

森　

田　

秀　

信

島　
　
　

孝　

之

梅　

川　

龍　

男

北　

林　

勝　

実

松　

本　

剛　

明

稲　

垣　

美　

雪

森　

永　

玲　

子

折　

橋　

清　

弘

夏　

野　

邦　

昭

森　

田　

啓　

介

山　

屋　

武　

明

駒　

井　

秀　

樹

小　

見　

豊　

彦

矢　

野　

昌　

彦

配
当
は
0.5
％
、
事
業
の
利
用
分
量
配
当

に
つ
い
て
は
肥
料
や
燃
料
等
農
業
資
材

の
価
格
高
騰
に
苦
し
む
組
合
員
の
支
援

を
図
る
た
め
、
令
和
４
年
産
米
の
出
荷

数
量
に
対
し
て
60
㎏
あ
た
り
５
０
０
円

と
前
年
か
ら
大
幅
に
増
額
し
た
い
と
述

べ
た
。

ま
た
、
４
月
に
行
わ
れ
た
片
口
支
店

と
堀
岡
支
店
の
店
舗
統
廃
合
に
触
れ
、

金
融
事
業
が
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て

い
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
各
事
業
に

お
い
て
も
厳
し
さ
を
増
す
中
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
経
営
の
安
定
と
事
業
の

向
上
に
努
め
る
と
し
た
ほ
か
、
来
春
に

は
大
豆
の
乾
燥
調
製
施
設
を
更
新
し
て

利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
食
と
農
を
通

じ
て
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
努
め
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
必
要
と

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
と
し
て
組
合
員

各
位
の
理
解
と
協
力
を
願
う
と
と
も
に
、

議
案
の
慎
重
審
議
を
願
い
挨
拶
と
し
た
。

　

夏
野
元
志
射
水
市
長
、
永
森
直
人
富
山
県
議
会
議
員
及
び
山
崎
晋
次

射
水
市
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
受
け
、
八
嶋
浩
久
、
瀧
田
孝
吉
の
両

富
山
県
議
会
議
員
、
高
橋
久
和
射
水
市
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
長
、

串
田
伸
男
射
水
市
商
工
会
長
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
山
田
俊
男
、
藤
木

眞
也
の
両
参
議
院
議
員
他
か
ら
の
祝
電
を
披
露
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　

土
合
副
組
合
長
が
議
長
の
選
任
を
諮
り
、
小
杉
地
区
の
総
代
、
野
上

習
次
氏
を
選
出
し
た
後
、
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
第
23
年
度
の
事
業
報
告

及
び
剰
余
金
処
分
案
、
第
24
年
度
の
事
業
計
画
、
定
款
及
び
定
款
附
属
書

総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
の
件
等
、
当
局
説
明
の
６
議
案
を
慎
重
審
議

の
上
承
認
し
た
。

　

お
わ
り
に
髙
木
謙
太
郎
い
み
ず
野
農
協
青
年
部
長
の
力
強
い
発
声
に
よ

り
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
政
策
の

確
立
に
関
す
る
特
別
決
議
を
採
択
し
た
。

▲塚本 清組合長

▲野上 習次議長

▲永森 直人県議会議員

▲山崎 晋次市議会議長

▲夏野 元志射水市長
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第23年度　業務のご報告

⑴　当該事業年度の末日における主要な事業活動の内容と成果

⑵　組合員の数及びその増減

⑶　出資口数及びその増減

（単位：人）

（単位：口）

　令和４年度は、新型コロナウイルスが後半にかけてようやく落ち着きをみせ、徐々にコロナ禍前の生活を
取り戻して経済活動も復調の兆しが見えてくるようになりました。当組合においても３年振りに射水市農業
産業まつりを開催する等昨年まで縮小や中止を余儀なくされていた行事を再開することができ、組合員や利
用者の方々との交流の場を設けることができました。
　農業面では米需要の低迷に加えて肥料・飼料・燃料等の生産資材価格の高騰など生産者にとって厳しい経
営環境の中で、管内の米生産においては１等米比率が昨年を上回る97.9％となり高い品質を維持できました。
大麦は近年にない高収量となり、大豆・枝豆も平年並みの収量を確保しており、これもひとえに生産者の皆
様の日頃のご尽力の賜と感謝申し上げます。
　また事業面では、ウイズコロナへと移行する中で感染対策に十分注意を払う等の工夫をしながら役職員一
丸となって事業運営に取り組みました結果、計画未達となった事業が一部ありましたが、事業利益・経常利
益は計画を上回ることができました。
　なお、金融機関の財務の健全性を示す自己資本比率は、16.63%（新自己資本比率算定方式）となり、当組
合の財務状況は健全であることを示しています。
　主な事業活動と成果については以下の通りです。

資　格　区　分 前　期　末 当 期 増 加 当 期 減 少 当　期　末

正
組
合
員

個 人 5,121 148 223 5,046 

法 

人
農 事 組 合 法 人 54 － － 54 

そ の 他 の 法 人 4 － － 4 

計 5,179 148 223 5,104 

准
組
合
員

個 人 8,003 159 657 7,505 

そ の 他 の 団 体 108 3 7 104 

計 8,111 162 664 7,609 
合　　　　　　計 13,290 310 887 12,713 

資　格　区　分 前　期　末 当 期 増 加 当 期 減 少 当　期　末

正
組
合
員

個 人 1,210,167 31,644 41,764 1,200,047 
法 

人
農 事 組 合 法 人 4,497 － － 4,497 
そ の 他 の 法 人 130 － － 130 

計 1,214,794 31,644 41,764 1,204,674 
准
組
合
員

個 人 486,034 13,974 25,223 474,785 
そ の 他 の 団 体 4,089 143 147 4,085 

計 490,123 14,117 25,370 478,870 
処 分 未 済 持 分 23,093 16,881 8,576 31,398 
合　　　　　　計 1,728,010 62,642 75,710 1,714,942 

摘要：⑴ 出資一口金額　　　　　　　　　　　　1,000 円
　　　⑵ 当期末払込済出資総額　　　　    1,714,942,000 円
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区　　　　分 前　期　末 当 期 増 加 当 期 減 少 当　期　末
一 般 職 員 139 11 6 144

営 農 指 導 員 21 － 4 17

生 活 指 導 員 2 － － 2

工 場 関 係 職 員 10 － － 10

小　　　　計 172 11 10 173
常 傭 人 56 5 12 49

パ ー ト 14 － － 14

小　　　　計 70 5 12 63
合 計 242 16 22 236

区　　　　　分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

財　　務

事 業 利 益 219,239 180,423 205,689 103,807

経 常 利 益 346,489 301,271 327,595 239,900

当 期 剰 余 金 311,039 170,369 231,753 211,507

総 資 産 149,997,085 153,212,332 156,094,781 150,794,849

純 資 産 9,411,362 9,374,055 9,538,800 9,324,194

信　　用

貯 金 138,785,799 142,011,351 144,621,235 139,390,358

預 金 102,473,475 102,522,140 105,484,253 97,598,057

貸 出 金 28,343,148 29,175,598 28,923,217 29,160,600

有 価 証 券 4,066,444 6,432,116 6,985,678 9,237,277

国 債 3,366,482 5,932,150 6,485,707 8,737,303

そ の 他 699,961 499,966 499,970 499,974

共　　済
長期共済保有高 286,843,024 275,656,746 264,940,523 255,071,880

短期共済新契約掛金 496,756 491,071 491,374 489,281

購　　買 購 買 品 供 給 高 3,180,690 3,053,704 3,019,667 2,911,404

販　　売 販 売 品 取 扱 高 2,711,299 2,753,612 2,298,932 2,339,975

保　　管 保 管 事 業 収 益 41,193 47,708 42,229 41,283

利　　用 利 用 事 業 収 益 515,581 517,719 507,496 474,506

そ の 他 その他事業収益 15,968 4,003 5,135 6,632

指　　導 収 支 差 額 △　　34,515 △　　31,304 △　　27,993 △　　25,987

⑷　職員の状況

⑸　財務・事業成績の推移

（単位：人）

（単位：千円）※千円未満切り捨て

（注）購買品供給高は総額で記載しており、損益計算書における金額とは一致しません。
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⑹　貸　借　対　照　表 令和５年２月28日現在

資　産　の　部 負債及び純資産の部 （単位：千円 ※千円未満切り捨て）

科　　　　　　目 金　額
 （資産の部）
１. 信 用 事 業 資 産 137,050,630

⑴ 現 金 540,218
⑵ 預 金 97,598,057

系 統 預 金 97,597,940
系 統 外 預 金 116

⑶ 有 価 証 券 9,237,277
国 債 8,737,303
地 方 債 499,974

⑷ 貸 出 金 29,160,600
⑸ その他の信用事業資産 565,260

未 収 収 益 514,762
そ の 他 の 資 産 50,497

⑹ 貸 倒 引 当 金 △   　　50,784
２. 共 済 事 業 資 産 2,367
３. 経 済 事 業 資 産 1,468,023

⑴ 受 取 手 形 1,650
⑵ 経 済 事 業 未 収 金 165,037
⑶ 経 済 受 託 債 権 812,754
⑷ 棚 卸 資 産 478,805

購 買 品 478,805
⑸ その他の経済事業資産 11,633
⑹ 貸 倒 引 当 金 △　　　 1,857

４. 雑 資 産 201,155
５. 固 定 資 産 3,791,004

⑴ 有 形 固 定 資 産 3,772,860
建 物 4,934,755
機 械 装 置 2,662,405
土 地 1,410,829
その他の有形固定資産 1,182,976
減 価 償 却 累 計 額 △  　6,418,106

⑵ 無 形 固 定 資 産 18,143
６. 外 部 出 資 7,945,932

⑴ 外 部 出 資 7,945,932
系 統 出 資 7,807,168
系 統 外 出 資 138,764

７. 繰 延 税 金 資 産 335,735

資 産 の 部 合 計 150,794,849

科　　　　　　目 金　額
 （負債の部）
１. 信 用 事 業 負 債 140,114,636

⑴ 貯 金 139,390,358
⑵ その他の信用事業負債 724,278

未 払 費 用 40,611
そ の 他 の 負 債 683,666

２. 共 済 事 業 負 債 449,051
⑴ 共 済 資 金 243,770
⑵ 未経過共済付加収入 197,187
⑶ その他の共済事業負債 8,093

３. 経 済 事 業 負 債 193,899
⑴ 経 済 事 業 未 払 金 123,734
⑵ 経 済 受 託 債 務 70,163
⑶ その他の経済事業負債 2

４. 雑 負 債 239,497
⑴ 未 払 法 人 税 等 14,924
⑵ そ の 他 の 負 債 224,573

５. 諸 引 当 金 473,570
⑴ 賞 与 引 当 金 51,640
⑵ 退 職 給 付 引 当 金 403,718
⑶ 役員退職慰労引当金 18,212

負 債 の 部 合 計 141,470,655

 （純資産の部）
１. 組 合 員 資 本 9,855,016

⑴ 出 資 金 1,714,942
⑵ 資 本 準 備 金 40,499
⑶ 利 益 剰 余 金 8,130,973

利 益 準 備 金 2,214,350
その他利益剰余金 5,916,623

リスク管理積立金 2,451,638
情報システム機能強化等積立金 299,340
税効果調整積立金 133,378
特 別 積 立 金 2,699,796
当期未処分剰余金 332,469

（うち当期剰余金） （211,507）
⑷ 処 分 未 済 持 分 △　　　31,398

２. 評 価・ 換 算 差 額 等 △　　 530,822
⑴ その他有価証券評価差額金 △ 　　530,822

純 資 産 の 部 合 計 9,324,194
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 150,794,849

いみず野だより　8



⑺　損　益　計　算　書

科　　　　　　目 金　　　　　　　　　　額
１. 事 業 総 利 益 2,212,780

事 業 収 益 4,712,781
事 業 費 用 2,500,000

信 用 事 業 収 益 894,618
信 用 事 業 費 用 147,532

信 用 事 業 総 利 益 747,086
共 済 事 業 収 益 508,284
共 済 事 業 費 用 18,375

共 済 事 業 総 利 益 489,908
購 買 事 業 収 益 2,713,942
購 買 事 業 費 用 2,174,639

購 買 事 業 総 利 益 539,303
販 売 事 業 収 益 198,576
販 売 事 業 費 用 33,896

販 売 事 業 総 利 益 164,680
保 管 事 業 収 益 41,283
保 管 事 業 費 用 515

保 管 事 業 総 利 益 40,767
利 用 事 業 収 益 474,506
利 用 事 業 費 用 223,921

利 用 事 業 総 利 益 250,584
そ の 他 事 業 収 益 6,632
そ の 他 事 業 費 用 195

そ の 他 事 業 総 利 益 6,437
指 導 事 業 収 入 33,836
指 導 事 業 支 出 59,823

指 導 事 業 収 支 差 額 △　　　　　　　25,987
２. 事 業 管 理 費 2,108,973

人 件 費 1,334,376
業 務 費 197,975
諸 税 負 担 金 53,885
施 設 費 502,326
そ の 他 事 業 管 理 費 20,409

事 業 利 益 103,807
３. 事 業 外 収 益 141,065
４. 事 業 外 費 用 4,971

経 常 利 益 239,900
５. 特 別 利 益 41,979
６. 特 別 損 失 20,724

税 引 前 当 期 利 益 261,155
法人税、住民税及び事業税 35,797
法 人 税 等 調 整 額 13,850
法 人 税 等 合 計 49,647
当 期 剰 余 金 211,507
当 期 首 繰 越 剰 余 金 107,112
税効果調整積立金取崩額 13,850
当 期 未 処 分 剰 余 金 332,469

（単位：千円 ※千円未満切り捨て）
〔　　　　 〕令和４年３月１日から

令和５年２月28日まで

9　いみず野だより



⑻　剰　余　金　処　分　内　訳（第 23 年度） （単位：円）

１． 当 期 未 処 分 剰 余 金 332,469,988

２． 剰　 余　 金　 処　 分　 額 225,916,241

⑴ 利 益 準 備 金 50,000,000

⑵ 任 意 積 立 金 120,000,000

　（ リ ス ク 管 理 積 立 金 ） （　　120,000,000）

⑶ 出 資 配 当 金 8,400,451

⑷ 事 業 分 量 配 当 47,515,790

３． 次 期 繰 越 剰 余 金 106,553,747

（注）１．出資配当は年0.5％の割合である。
　　　　 ただし、年度内の増資及び新規加入については日割計算をする。

　　 ２．事業の利用分量に対する配当の基準は次のとおりである。
　　　　 令和４年産米（主食用）出荷数量に対し、１俵（60㎏）あたり500円（消費税は含まない）の

割合とする。
　　 ３．次期繰越剰余金には営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額 20,000,000 円
　　　　 が含まれている。

ＪＡいみず野は 第18年度（平成29年度）決算より

※今回は上記（注）２の下線部が対象となります。

ＪＡいみず野

事業利用分量配当とは、組合員
の事業利用によって生み出さ
れた剰余金を、その利用分量
に応じて組合員に還元（配当）
する制度です。

事業利用分量配当制度の概要

対象となる方
出資組合員
※正・准組合員を問わず、年度末（令和５年２月 28日）時点で組合員の方が対象となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出資名義人本人）

事業利用分量配当制度を
導入しています。

いみず野だより　10



　農業をめぐる情勢は、新型コロナウイルスの影響による需給環境の変化等により産地間競争
は激化する一方で、主食用米の需要減少による米価下落傾向とともに国際情勢の急激な変化に
よる肥料・飼料・燃料等の生産資材価格の高騰など甚大な影響を受ける状況となっております。
　今後さらなる需給調整が求められる中、ＪＡは生産者・農業関係団体・行政等との連携を更
に強化し、需要に応じた米生産を基軸とした水田フル活用に向けた取り組みを強化しなければ
なりません。
　また、正組合員の高齢化や人手不足が深刻化する中、次世代担い手への円滑な事業継承や新
規就農者に向けた支援を行い、持続可能な農業生産の実現を図るとともに、農業者の所得増大
と生産拡大に向けた取り組みを進めていくことが必要となります。
　令和５年度は、「第８次中期３ヵ年計画」と「第48回 JA 富山県大会」の決議実践の 2 年目で
あり、組合員との対話を通じ、将来の見通しを踏まえて策定した効率化戦略・成長戦略を着実
に推し進め、持続可能な経営基盤の確立・強化に取り組んでまいります。

第24年度　事業計画の基本方針

　　　　⑴　担い手経営体の多様なニーズに対応した総合事業提案の強化
　　　　⑵　需要に応じた生産・販売と水田フル活用
　　　　⑶　ＪＡ農産物直売所等による付加価値の増大と新たな需要開拓
　　　　⑷　生産トータルコストの低減

１．持続可能な食料・農業基盤の確立

　　　　⑴　組合員との「アクティブ・メンバーシップ」の確立
　　　　⑵　総合事業を通じた生活インフラ機能の発揮

２．持続可能な組織・事業基盤の確立と地域の活性化

　　　　⑴　将来見通しをふまえた経営計画の策定・見直し
　　　　⑵　経営の健全性確保とガバナンス・内部統制の強化
　　　　⑶　「第３次富山県ＪＡ人づくり運動方針」に基づく協同組合としての役割発揮を支える
　　　　　　人づくり
　　　　⑷　自己改革を支える事業展開

　　　　⑴　経営戦略の重要な柱と位置付けた広報活動の強化
　　　　⑵　農政運動の強化
　　　　⑶　国産・地元産農産物の消費拡大
　　　　⑷　准組合員・地域住民等への協同組合の理解醸成にかかる取り組みの強化

３．不断の自己改革の実践を支える経営基盤の強化

４．「食」「農」「地域」「ＪＡ」にかかる理解醸成に向けた取り組みの強化

11　いみず野だより



私の場合、
いつから

年金をもらうと
お得になるの？

いいこと いっぱい！朝ごはん
厚生連高岡病院からのお知らせ

厚生連高岡病院  栄養管理部

朝ごはんは、１日を元気に始める大切なエネルギー源となるんですよ。
時間がない、食欲がない、寝ていたほうがいい…と言って食べないなん
て、そんなもったいないことしていませんか。欠食が多いのは朝ご飯と言
われており、男女とも20代の欠食が多くみられます。
朝ごはんは、体温を上昇させ、脳にも血液を行き渡らせ、本当の意味で
身体を目覚めさせる大切な役目があります。朝食の摂取と朝の光が身体を

調整し、身体のホルモンバランスにスイッチを入れ、体温も調節します。
体内時計のリズムは、肥満やメタボにも深く関係しています。朝食を抜くと、前日の夕食から次
の昼食まで何の栄養もとらない状態が長時間続くため、午前中はエネルギー不足の状態になり血糖
値は下がり気味になります。身体は下がった血糖値を補おうとし、空腹感も増し、昼食や夕食で必
要以上の食事をとってしまうことにもつながります。また、朝食をとることは排便のリズムも生み
出します。食べ物が胃の中に入ることがサインとなり、大腸が蠕動（ぜんどう）運動を開始し便を送
り出すのです。そのため、朝食を食べないこ
とで便秘になる場合もあります。１日３回食
事をとることで代謝機能を充実させ、最も効
率のよい身体の維持につながっているのです。
食欲のない時はストックしておいた市販の
物を利用するのも一つの手です。少しでも食
べることが大切です。
また、新鮮な野菜や果物を取り入れること
で、視覚や匂いなどいつもと違う刺激が入り、
新しい１日のスタートになることもあります。

ご予約は☎0766-52-0117（貯金為替課）まで

▲左記のQRコードを読み込むとすぐお電話がかけられます

お申し込みはお早めに

ご存知ですか？

自分の年金について個別相談するなら

2022年４月より年金の
受給ルールが変更になりました！！

年金について
専門家がお答えします

令和５年７月23日（日）
令和５年８月27日（日）
①  9：00〜
②  9：45〜
③ 10：30〜
④ 11：15〜
いみず野農協 本店２階
（住所：射水市北野1555−1）

《お持ちいただきたい書類等》
① 基礎年金番号がわかる書類
② ねんきん定期便（本人＋配偶者）
③ 認印

各回先着
４組様

限定

開催日程開催日程 完全予約制

働いている間は
年金は

どうなるの？

年金無料相談会

私の場合、年金は
いくらもらえるの？

©️よりぞう

開催日

開催時間

開催場所

便秘を
予防する

太りにくい

脳が
活性化 身体の

リズムが整う

活動的に
なる 集中力が

高まる

14
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家
の
古
い
ア
ル
バ
ム
を
め
く
る
と
、
白
黒
か
ら
カ
ラ
ー
写

真
に
変
わ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
浸
透
し
て
い
く

過
渡
期
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
一
枚
に
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
お

面
を
手
に
す
る
少
年
時
代
の
私
が
写
っ
て
い
た
。
ま
わ
り

に
は
赤
や
ピ
ン
ク
、
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
り
、

「
と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
」
の
会
場
の
よ
う
だ
。
別

の
コ
マ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
太
っ
た
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の
着
ぐ

る
み
も
写
っ
て
い
る
の
で
、
時
代
は
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
か
。

当
時
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
も
色
鮮
や
か
で
、
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
様
子
が
分
か
る
。

「
こ
の
色
彩
美
。
や
っ
ぱ
り
カ
ラ
ー
じ
ゃ
な
き
ゃ
表
現
で

き
ん
よ
な
あ
」
と
膝
を
打
つ
。

さ
て
、
こ
の
写
真
か
ら
半
世
紀
。
今
年
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ア
を
迎
え
た
。

四
月
二
十
二
日
の
開
幕
日
は
、
私
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合

わ
ず
、
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
の
戸
田
晋
輔
さ
ん
に
取
材
を
お
願
い

し
た
。
県
内
の
Ｊ
Ａ
に
は
、
地
元
の
出
来
事
を
取
材
し
て
日

本
農
業
新
聞
に
送
稿
す
る
「
通
信
員
さ
ん
」
た
ち
が
い
て
、

戸
田
さ
ん
は
そ
の
ひ
と
り
。
「
シ
ン
ボ
ル
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

タ
ワ
ー
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
構
図
に
入
れ
て
写
し
て
み
ま
し

た
よ
」
と
楽
し
そ
う
に
振
り
返
る
。

昔
の
旅
行
を
懐
か
し
む
程
度
の
私
と
は
違
い
、
彼
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
会
場
の
近
く
で
生
ま
れ
育
ち
、
球
根

を
生
産
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
愛
着
が
あ
る
。
今
年
は
花
の
育
ち
が
早
す
ぎ
て
関

係
者
を
や
き
も
き
さ
せ
た
そ
う
だ
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば

一
九
九
九
年
以
来
と
な
る
「
来
場
者
三
十
五
万
人
超
え
」
。

戸
田
さ
ん
も
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
県
内
に
は
、
ほ
か
に
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
っ
て
、
地
元
Ｊ
Ａ
の
通
信
員
さ
ん
た
ち
が
活
躍
し

て
く
れ
た
。

「
に
ゅ
う
ぜ
ん
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
を
取
材
し
た
の
は
Ｊ
Ａ

み
な
穂
の
桑
守
佑
太
さ
ん
だ
。
写
真
は
、
海
沿
い
の
畑
に
咲

き
誇
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
大
き
な
風
車
が
、
青
い
空
に
映
え

る
。
そ
れ
だ
け
で
も
絵
に
な
る
が
、
花
に
見
入
る
幼
い
子
ど

も
の
表
情
が
い
い
。
糸
魚
川
か
ら
訪
れ
た
親
子
に
声
を
掛
け

た
そ
う
で
、
彼
の
明
る
い
性
格
が
、
柔
ら
か
く
て
自
然
な
表

情
を
引
き
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

Ｊ
Ａ
高
岡
の
沙
魚
川
弘
信
さ
ん
は
、
摘
み
終
え
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
花
を
空
に
ま
く
「
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
」
を
撮
影
し

た
。
花
摘
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
女
性
た
ち
の
動
き
が
生
き

生
き
と
し
て
い
る
。
花
び
ら
が
宙
を
舞
う
躍
動
感
の
あ
る
写
真
だ

が
、
ご
本
人
は
謙
虚
そ
の
も
の
。
「
風
が
強
く
て
、
た
ま
た
ま
カ

メ
ラ
に
向
か
っ
て
花
び
ら
が
飛
ん
で
き
た
ん
で
す
」
と
笑
う
。

滑
川
市
で
花
摘
み
体
験
を
す
る
園
児
の
表
情
を
と
ら
え
た

の
は
Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
の
大
野
歩
実
さ
ん
。
花
を
見
つ
め
る
園

児
の
視
線
が
印
象
的
で
、
大
野
さ
ん
ら
し
い
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
温
か
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
通
信
員
さ
ん
た
ち
の

写
真
を
見
て
い
る
と
、
い
い
瞬
間
を
と
ろ
う
、
い
い
表
情
を

と
り
た
い
、
と
い
う
気
構
え
の
よ
う
な
も
の
を
強
く
感
じ
る
。

地
元
を
愛
す
る
思
い
が
、
そ
こ
に
あ
る
。

第
14
回
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
満
開
」

や
っ
ぱ
り
カ
ラ
ー
は
い
い

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

ラ
イ
タ
ー
　
本
田 

光
信

ESSAY

14

われら

アグリ応援団

▲援農隊の
　「フラワーシャワー」
　（沙魚川弘信さん撮影）

▲花摘みをする園児
　（大野歩実さん撮影）

▲にぎわう「となみチューリップフェア」
　（戸田晋輔さん撮影）

▲満開の花が鮮やかな「にゅうぜんフラワーロード」
　（桑守佑太さん撮影）

13　いみず野だより



◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
理
事
・
監
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
監
事
の
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、　
４
月
末
実
績
に
つ
い
て

二
、　
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
農
林
中
央
金
庫
へ
の

報
告
に
つ
い
て

三
、　
令
和
５
年
度
第
２
四
半
期
に
お
け
る
余
裕
金
運
用

計
画
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

− 
第
13
回
定
例
理
事
会 

−

− 
第
11
回
監
事
会 

−

日
時
：
令
和
５
年
５
月
27
日（
土
） 

午
後
４
時
〜

場
所
：
射
水
市
小
杉
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
ポ
ー
ル　
研
修
室
1

日
時
：
令
和
５
年
５
月
27
日（
土
） 

午
後
４
時
〜

場
所
：
射
水
市
小
杉
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
ポ
ー
ル　
研
修
室
２

役
員
会
だ
よ
り

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和 5年５月末日）
正組合員数 5,106 人　
 （△  94 人）
准組合員数 7,637 人　
 （△  496 人）
みなさまの貯金高 1,389 億 12 百万円　
 （△ 26 億  2 百万円）
みなさまへの貸出金 291 億 85 百万円　
 （ 　 2 億 98 百万円）
長期共済保有高 2,532 億 24 百万円　
 （△ 97 億 76 百万円）
購買品供給高 11 億 51 百万円　
 （80 百万円）
販売品販売高 2 億 30 百万円　
 （79 百万円）

新商品

販売元／株式会社Ａコープ東日本

5,5005,500円円（税込）

いみず野だより　14



女性部だより女性部だより

７
月
10
日（
月
）
健
康
教
室

　
　

11
日（
火
）〜
13
日（
木
）

　
　
　

生
活
座
談
会（
酢
の
活
用
）

　
　

14
日（
金
）
ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
若
林
）

　
　

21
日（
金
）
手
芸
教
室

　
　

25
日（
火
）
助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　

27
日（
木
）
料
理
教
室

今
後
の
日
程

私
た
ち
水
戸
田
支
部
は
、
４
月
20

日（
木
）に
岡
島 

幸
子
先
生
の
指
導
の

も
と
、
健
康
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

ど
れ
だ
け
の
人
が
参
加
し
て
く
だ

さ
る
か
な
ぁ
と
心
配
し
て
い
た
の
で

す
が
、
30
名
程
の
方
々
が
集
ま
っ
て

く
だ
さ
っ
て
安
堵
し
ま
し
た
。

体
操
の
内
容
は
、
飛
ん
だ
り
跳
ね
た

り
と
忙
し
い
も
の
で
は
な
く
、
参
加
者

の
年
齢
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
り
、
き
つ

く
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身

体
の
つ
ぼ
に
効
い
た
体
操
で
し
た
。
終

わ
っ
た
あ
と
は「
肩
が
軽
く
な
っ
た
」、

「
腰
が
楽
に
な
っ
た
」、「
体
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
た
」、
と
言
っ
て
も
ら
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
体
操
だ
っ
た
ら
ま
た
や
っ

て
も
い
い
わ
ね
」と
い
う
声
を
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま
で
は
１
年
１
回
の
体
操
教

室
で
し
た
が
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
継

続
し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
水
戸
田
支
部
）

好
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
28
日（
日
）、

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
青
年
部
・
女
性
部
・

射
水
市
農
業
再
生
協
議
会
が
主
催
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
２
０
２
３
」
第

1
回
目
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
学

生
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
田
植
え
で
す
。
こ
の
活
動

は
農
業
体
験
を
通
じ
て
作
業
の
大
変

さ
や
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
将
来
食
や
農
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う

思
い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

青
年
部
の
髙
木
部
長
か
ら
「
こ
ろ

が
し
」
の
使
い
方
や
苗
の
植
え
方
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に

「
こ
ろ
が
し
」
で
苗
を
植
え
る
位
置

に
目
印
を
付
け
る
作
業
を
し
ま
し
た
。

３
ｍ
ほ
ど
の
長
さ
を
４
～
５
人
で
押

さ
え
て
前
へ
進
む
の
で
す
が
、
左
右

の
力
の
入
れ
加
減
が
違
い
、
真
っ
す

ぐ
に
は
進
ま
ず
段
々
曲
が
っ
て
い
く

の
で
、
修
正
し
な
が
ら
10
ｍ
ほ
ど
の

向
こ
う
側
に
や
っ
と
の
思
い
で
着
き

ま
し
た
。
次
は
苗
を
持
ち
、
目
印
に

植
え
て
い
く
の
で
す
が
、
足
が
抜
け

な
く
な
り
尻
も
ち
を
着
い
て
し
ま
う

子
も
い
ま
し
た
。

水
田
の
中
に
は
カ
エ
ル
、
ヒ
ル
、

カ
ニ
、
い
ろ
い
ろ
な

生
き
物
を
見
つ
け
て

う
れ
し
そ
う
な
子
も
、

こ
わ
が
っ
て
い
た
子

も
泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
、
日
頃
出
来
な
い

体
験
は
楽
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。

半
日
慣
れ
な
い
作

業
で
疲
れ
た
よ
う
で

し
た
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
こ
の
農
業
体
験
は
農
家
の
方

の
苦
労
や
農
業
を
知
る
良
い
経
験
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

女
性
部
は
、
現
地
で
作
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
班
と
田
植
え
体
験
に
が

ん
ば
る
子
供
た
ち
が
よ
ろ
こ
び
そ
う

な
弁
当
を
作
る
班
と
に
分
か
れ
応
援

し
ま
し
た
。

日
頃
食
べ
て
い
る
お
米
が
ど
の
様

に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
直
接
関
わ
る

事
で
農
業
の
大
変
さ
、
大
切
さ
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

秋
に
は
稲
刈
り
の
体
験
が
待
っ
て

い
ま
す
。

（
南
郷
支
部
・
青
年
部
）

ま
た
や
ろ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

体
験
２
０
２
３

がんばりました！
15　いみず野だより
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